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「安全文化」の醸成が必要不可欠なものとして，努
力を継続する目的は極めて明確であり，それは「事
故・トラブル」を起こさないことである．近年は事
故・トラブルに不祥事や不正などのコンプライアンス
を含むと広義に解釈することもある．この目的は事業
所の周辺住民など「一般公衆」はもちろん「規制サイ
ド」も「事業者」にとっても共通の認識となってい
る．しかしながら，事故・トラブルの発生は直接コン
トロールできない．したがって，事故・トラブルの発
生に直接・間接あるいは潜在的に寄与する「ハザード
（潜在的リスク）」を認識して，それを可能な限り取り
のぞいていくことでしか安全が担保できないという立
場を取らざるを得ない．したがって，安全文化の実施
目標は，これを可能にする組織・職場・個人の風土，
規範，意識の集合体ということになる．しかしながら，
安全文化が目に見えないこともあって，理解しにくく，
実感しにくい側面を持っていることも事実である．
ここでいうハザードについて考えてみる．これをう

ま く 分 類・ 表 現 し て い る の が，「m-SHELL

（management － Software･Hardware･Environment･Li

veware･Liveware）モデル」であり，さらに簡略化す
れば４M（Man　Machine Media Management）であ
る．これらのうち，Hardwareおよび Softwareについ
ては，比較的長期の運用により，様々な不具合が出尽
くして枯れたシステム（Lean System）とすることで
ハザード除去をしていく戦略が取れるが，長期の運用
による老朽化やメインテナンス不備により新たなリス
クが加わることを忘れてはならない．また，新たな設
備の導入にあたっては，FMEAや HAZOPなどのリス
クアセスメントツールを活用して徹底してリスクを総
点検することが求められる．これらは，management

の問題と捉えることも可能である．また，Softwareに
ついては，使用条件や環境の組み合わせによってこれ
まで顕在化していなかったハザードが突如として発生
することもある．巨大で複雑化したシステムには，そ

れに比例した大規模な Softwareが組み込まれて，金
融や交通インフラに全体に大きな影響を及ぼすことが
ある．この対策は，開発プロジェクトの合理化・検査
のシステム化（システムエンジニアリング適用）など
による Proactiveな観点が必要不可欠である．
この中で，単独の Livewareについては，これまで

の「human　error」撲滅への取り組みがようやく成
果を上げつつあり，医療業界での単純ミスはインタ
フェース改善などが寄与して減少傾向にある．しかし
ながら，「L-L」の部分は，未だに十分に検討されず，
多くの問題が残っているように思える．最近は，協
働，協生，シナジー，コラボレーション等，人と人が
相補的に弱いところを補強して全体としてパフォーマ
ンスを向上しようとする動きが徐々に広がってはいる
ものの十分ではない．確かに，この部分は眼に見えな
いために，どのようなハザードが存在するかについて
も議論が成熟していない．

Environmentも　物理的な環境だけではなく，組織
環境や経営環境，社会環境も含めて考えていかなけれ
ばならない．まさに安全文化として中核をなす問題で
ある．すなわち，人材育成や価値観の変化，少子高齢
化などの社会動向に潜むハザードが中長期的には安
全・安定運転に大きな影響を与えるかもしれない．こ
のように考えると「安全文化」の実施目標としてハ
ザードの徹底した抽出とそのリーズナブルな除去につ
いてもいまだに遠い道であると言わざるを得ない．し
かしながら，最近あちらこちらで managementの実
効性を上げようとする歩みが見えてきた．リーダシッ
プ研修，ノンテクニカルスキル研修，チーム医療実
践，マルチファンクショナルチーム結成，アメーバ経
営などの実践が大きな効果をもたらすことが認識され
つつある．
したがって，安全文化のこれからの実施目標は，

「L-L」，management，Environmentにおける問題と
その相互作用に潜む目に見えない「ハザード」を見つ
け出し，その重要性を組織・職場・人で認識し，一致
協力してそれを排除していく努力を継続することにあ
ると思われる．
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安全文化醸成における実施目標は何か
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